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実行団体向け評価ハンドブック～事後評価編～

第一部の説明は評価ハンドブック～事後評価編～に沿って説明します。

https://www.janpia.or.jp/hyouka

https://www.janpia.or.jp/hyouka
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目次

⚫休眠預金活用事業における評価の振り返り
• 自己評価の振り返り

• 自己評価の目的

• JANPIAにおける自己評価の活用

⚫JANPIAでは「事後評価」をどのように考え設計したか

～押さえるポイント７つ～
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自己評価

(ハンドブックp.3)(ハンドブックp.3)
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何故、自己評価？

団体が評価を有効活用できる状態になることを目指しています。

＜仮説＞

評価キャパシティの向上が社会課題の解決や仕組みづくりを促進させる上で重要

＜期待される評価の役割＞

⚫具体的な社会課題を可視化する

⚫有効な戦略を可視化する

⚫事業実施プロセスを可視化する

⚫成果を分かりやすい形で可視化する
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JANPIAは自己評価をどう使うのか？

【本制度の目標】

1. 休眠預金活用事業による社会の諸課題の解決

2. 社会の諸課題の解決のための自律的かつ持続的な仕組みの構築

集積された成功事例や課題を横断的かつ具体的に分析し、
社会の諸課題の解決を促進するための情報源としての活用を目指す

本制度の有効性について、
制度設計・具体的な戦略・制度の実施プロセス・制度で生まれた成果を体系的に評価
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JANPIAは自己評価をどう使うのか？ ～制度開始期～

(ハンドブックp.3)
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事後評価をどのように設計したか ～JANPIAの考え方～
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ポイント１ 事後評価とは何か？

(ハンドブックp.５)

事業の価値の判断
＝

事業実施の妥当性の検証

これまでの評価要素を振り返ります

・課題やニーズの適切性
・事業設計の適切性
・事業プロセスの適切性
・成果の達成状況
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ポイント２ 事後評価で行うことは何か？

①短期アウトカム指標の測定
②波及的・副次的・想定外の成果
③事業の効率性

総合的にみて事業実施の妥当性を
評価します

(ハンドブックp.7)
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ポイント３ 計画段階で評価の質の向上を目指す

評価計画 評価報告書

点検
計画は客観性・妥当性が担保されているか？
⚫ 実施体制
⚫ アウトカムの測定・分析方法
⚫ 波及・副次・想定外の成果の検証方法
⚫ 事業効率性の検証方法
⚫ 成功要因・課題の分析方法など

検証
計画通りに実施されたか、

評価結果の妥当性・客観性を検証します

評価実施前に点検を実施し、評価方法の客観性・妥当性を確認、自己評価の質の向上を目指します。
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ポイント４ 事業アウトカムの考え方

(ハンドブックp.9)
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ポイント５ 非資金的支援のアウトカムで期待されていること

実行団体の活動のしやすさに対する貢献

(組織基盤強化、環境整備をどう可視化するか）

➢実行団体による事業活動の活性化（規模・質・内容の変化）

➢連携・協力団体の変化（増減）

➢賛同者、協力者の変化（増減、結び付き）

➢当事者の参加の活性化

➢学びあいの場の増加、活性化

➢行政や企業等と課題共有

➢政策への提言・反映

➢支援地域において様々な資源（様々な人・支援機関等）とのつながり

➢団体自身の変化（組織基盤強化・持続性の向上）
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ポイント6 事業の効率性の評価

・休眠預金制度の性質上、

事業の効率性を評価することは重要と考えています。

例：

・投入した資源（ヒト・モノ・カネ）が最適かつ効率的に用いられたか

・アウトプットやアウトカムを産出するために必要な資源の検証

・実行団体あたりの運営コスト など
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ポイント7 要因分析からの学びの抽出

本制度の評価では、「学びの抽出」を重視しています。

例：

⚫どのような取り組み・工夫がアウトカム発現に効果的だったのか

⚫何がアウトカム発現の障壁となったか

⚫安定的かつ効率的な事業運営を可能とした要因（あるいは困難であった要因）

⚫助成終了後の事業継続を可能とした要因（あるいは困難となった要因）

社会課題の解決に取り組む皆さんへの有益な情報源となる提言、知見・教訓の抽
出を期待しています。
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まとめ（事後評価ですること）

①短期アウトカム指標の測定
②波及的・副次的・想定外の成果
③事業の効率性

総合的にみて事業実施の妥当性を
評価します

(ハンドブックp.7)

① 評価計画を皆で「点検」する

② 評価を実施する

③ 評価報告書案を作成する

④ 評価報告書を検証する


